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■ 知恵袋講座      …13:30～小高記念館  参加費 200円  NPO メンバーが語る楽しい茶話会です！ 
◎ ９月２５日（火） 語り手 ： 増岡鍠治さん 「鋸南町よい演劇を観る会のあゆみ」 

戦跡ガイドや鋸山ガイドで活躍される増岡さんは、1987年以来続いている「鋸南町よい演劇を観る会」のリ

ーダーです。10月 14日には『満月の人よ』（村井国夫ほか出演）を上演予定。 

◎ １０月２３日（火） 語り手 ： 平本紀久雄さん 「房州キリスト教伝道の夜明け」 

房州では明治期から、イギリス人牧師のコルバン夫妻や秦呑舟（はたどんしゅう）など医療者を中心にキリ

スト教伝道がさかんになってきました。コルバン夫妻を頼って、啄木未亡人が療養に来たことは有名です。イ

ワシ博士として知られる水産学者の平本氏は、南房教会の建設にも尽力したキリスト者です。 

■ 我孫子の歴史建物まちづくりツアー ＝文化庁「地域の文化遺産を活かした観光振興と地域活性化事業」＝   

 ◎ ９月２６日（水）  参加費無料（昼食各自） 行先：杉村楚人冠（我孫子市文化財）、聖徳大学（松戸市）   要予約 

 集合＝8:00安房自然村 8:05平砂浦ふれあいショップ 8:20南総文化ホールロータリー （帰着予定 17:30 頃） 

       我孫子市は、白樺派文士や柳宗悦などが暮らした地として、文化のまちづくりをすすめています。なかでも、

近代ジャーナリズムを確立した杉村楚人冠の邸宅は、遺族から市に寄贈され、敷地庭園は市が購入し、修

理復元を経て昨秋記念館として開館しました。同様に、個人所有の小谷家住宅（館山市文化財）も青木繁

《海の幸》記念館として開館を目ざしており、先進事例を学ぶ研修ツアーを企画しました。午後は、聖徳大学

生涯学習研究所にて、まちづくりの可能性を話し合いの場をもちます。 

■ 館山の芸術･文学散歩バスツアー   ＝文化庁「地域の文化遺産を活かした観光振興と地域活性化事業」＝   

 ◎ １０月６日（土） 10:00～16:00  ） 集合・解散＝JR館山駅西口   要予約  

参加費＝2,000円 （昼食あぶり海鮮丼・資料代）／ＮＰＯメンバーは昼食実費 

      北下台（ぼっけだい）と布良（めら）を中心に、近代の著名な画家や文人墨客の足跡を訪ねます。 

・青木繁（画家） ・中村彝（画家） ・寺崎武男（画家） ・多々羅義雄（画家） ・倉田白羊（画家）  

・中原淳一（画家） ・長沼守敬（彫刻家） ・北村西望（彫刻家） ・俵光石（彫刻家）  

・辰野金吾（建築家） ・生田勉（建築家） ・サトウハチロー（詩人） ・小高熹郎（詩人）  

・高島宇朗（詩人） ・高田敏子（詩人） ・山村暮鳥（詩人） ・青木茂（小説家） ・島崎藤村（小説家）  

・伊藤左千夫（小説家） ・林芙美子（小説家） ・阿川弘之（小説家） ・若山牧水（歌人）  

・佐々木信綱（歌人） ・小野鵞堂（書家） ・日下部鳴鶴（書家） ・市河万庵（書家） 

＊「小谷家住宅」公開見学日   ９月１６日（日）13：00～16：00   

青木繁が滞在した「小谷家住宅」（館山市指定文化財）は、ご高齢の小谷家当主ご夫妻がお住まいの

ため、通常は一般公開されていません。 館山駅から JRバス関東で 20分「安房自然村」下車、徒歩２分   

■ 青木繁《海の幸》フェスタ ～富崎コミュニティのつどい  会場：旧富崎小学校体育館   

＝文化庁「地域の文化遺産を活かした観光振興と地域活性化事業」＝ 

 

◎ １０月２０日（土） 13:00～15:00  
     ＤＶＤ青木繁の番組鑑賞会、資料展示 

◎ １０月２１日（日） 11:00～15:00  
11:00～12:30 影絵、海の話 

      13:30～14:30 明治時代の富崎の資料解説 

      14:30～15:00 語り部「布良星」「タコのうらみ」 

      15:00～15:30 踊り「いっちゃぶし」 

 

 

統廃合のため休校となっている富崎小学校を舞台

に、楽しく学べるつどいを開催します。小谷家住宅

からは、青木繁が滞在した当時の資料が発見され

ており、日本の水産業が発展していくうえで富崎村

が重要な役割を担っていたことが分かってきまし

た。これらの資料や写真でみる富崎の今昔を展示

するとともに、影絵や語り部など、乞うご期待！ 
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■ 木村真三講演会～放射能汚染地図から安房をみる     
◎ ９月１７日（月・祝） １３：００ 館山商工会議所ホール（保育あり）     参加費＝300円（前売り中） 

    主催：木村真三講演会実行委員会・母親大会実行委員会 構成団体：NPO安房文化遺産フォーラム 

  3.11 直後に厚労省の研究機関を辞した木村真三氏は、３日後から福島県内各地の放射能線量測定を

はじめ、多岐にわたる調査を行ってきました。この報告はNHKのETV特集「ネットワークで作る放射能汚染

地図」で６回にわたって紹介され、注目を集めています。 

       館山の美しい海を映像で紹介するとともに、「安房に生きて、考える」をテーマに米原草太さん・鈴木厚

子さんの活動報告も紹介します。 

◆ツアーガイド＆講演のスケジュール             

９月１９～２０日（水木）岩手大学 OB会幹事（下見） 

   ９月３０日（日）10:30～16:00東京私学教育研究所文系強化研究会（座学・赤山・かにた） 

   １０月２～３日（火水）県立東葛飾高校（座学・大房岬・桜花） 

   １０月７日（日）9:30～12:00 赤山地下壕ガイドサービス 

            10:30～16:00ＮＰＯ文京たてもの応援団 20名（赤門・紅屋・小谷家・小高・赤門） 

   １０月１０日（水）16:40～17:20わせがく高校（座学）／19:00～19:50新宿区立余丁町小学校（座学） 

   １０月１１日（木）9:30～11:30わせがく高校（赤山スルー）160名／13:30～15:00余丁町小学校 75名（基本） 

   １０月１２日（金）10:00～16:00渋谷幕張学園中学（座学／戦跡コース・里見コース・漁業コース） 

   １０月１４日（日）       南総里見まつり 紙芝居「八犬伝」／赤山ガイドサービス 

   １０月１７日（水）11:00～16:00ちばコープ柏・九条の会 45名（座学・赤山・四面石塔） 

   １０月２２日（月）11:00～12:00廣慶寺（茨城交通）40名（源慶院） 

   １０月２４日（水）10:45～11:45宅建調布狛江支部 40名（赤山） 

   １０月２８日（日）10:00～16:00アイム’89東京教育労組 15名（座学・赤山・かにた） 

   １１月４日（日）9:30～12:00 赤山地下壕ガイドサービス 

   １１月７～８日（水木）岩手大学 OB会 24名（座学・基本） 

   １１月８日（木）【講義】東京成徳大学（南房総の戦争遺跡） 

   １１月１７日（土）東京全労協 25名（座学・基本） 

   １１月３０日（金）9:30～16:30同和問題を考える宗教連絡協議会（座学・赤山・かにた・四面石塔） 

 

    

    
 

貝塚・環濠集落などの原始・古代の話から、東日本大震災

の話まで、地元千葉県の歴史研究者たちが綴る房総千葉

の歴史。貴重な写真や図版も豊富に掲載！ 

 （Ｂ５判 175頁／対象：小学校高学年~中学校） 

 

・房総の戦国大名里見氏 （愛沢伸雄） 

・ハングルが刻まれた石塔の謎 （愛沢伸雄） 

・安房の百姓一揆 （愛沢伸雄） 

・花の種をまもった人びと （池田恵美子） 

 

             1,890円（税込） 


